
笠間市空家等対策の推進及び空家等の利活用の促進に関する条例 

平成２９年３月１６日 

条例第１０号 

笠間市空き家等の適正管理に関する条例（平成２４年笠間市条例第４１号）

の全部を改正する。 

（目的） 

第１条 この条例は，本市における空家等対策の推進及び空家等の利活用の促

進を図ることにより，生活環境の保全及び定住化の促進により地域の活性化

に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において，次の各号に掲げる用語の定義は，それぞれ当該各

号に定めるところによる。 

（１） 空家等 市内に所在する空家等対策の推進に関する特別措置法（平

成２６年法律第１２７号。以下「法」という。）第２条第１項に規定する

空家等をいう。 

（２） 特定空家等 空家等のうち，法第２条第２項に規定する特定空家等

をいう。 

（３） 管理不全空家等 空家等が適切な管理が行われていないことにより

そのまま放置すれば特定空家等となるおそれがある空家等をいう。 

（４） 空家等の跡地 除却した空家等に係る跡地をいう。 

（５） 建築物 建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第２条第１号の

建築物をいう。 

（６） 空家等の所有者等 空家等又は空家等の跡地を所有し，又は管理す

る者をいう。 

（７） 建築物の所有者等 市内に所在する建築物を所有し，又は管理する

者（空家等の所有者等を除く。）をいう。 

（８） 事業者 不動産業，建設業その他空家等又は空家等の跡地の活用に

関する事業を営む者をいう。 

（市の責務） 

第３条 市は，この条例の目的を達成するため，空家等の発生の防止並びに空



家等及び空家等の跡地の活用の推進を図るために必要な施策を総合的かつ効

率的に推進しなければならない。 

２ 市は，前項に規定する施策の実施にあたっては，空家等の所有者等，建築

物の所有者等，事業者及び市民の協力を得て行わなければならない。 

（空家等の所有者等の責務） 

第４条 空家等の所有者等は，法第５条の規定に基づき，周辺の生活環境に悪

影響を及ぼさないよう空家等の適切な管理に努めるとともに，空家等を積極

的に活用するよう努めるものとする。 

（事業者の責務） 

第５条 事業者は，市が実施する空家等及び空家等の跡地の活用及び流通の促

進に努めるものとする。 

（市民の責務） 

第６条 市民は，空家等が及ぼす生活環境への影響について理解を深めるとと

もに，市が実施する空家等に関する施策に協力するものとする。 

（空家等の発生の予防） 

第７条 建築物の所有者等は，当該建築物が空家等にならないよう，その有効

活用に努めるものとする。 

２ 建築物の所有者等は，老朽化その他の原因により，将来において当該建築

物が特定空家等となるおそれがある場合は，改修その他必要な措置を講ずる

ことにより，特定空家等の発生の防止に努めるものとする。 

（空家等対策計画の策定等） 

第８条 市は，法第７条第１項の規定に基づき，笠間市空家等対策計画を定め

るものとする。 

２ 法で定めるもののほか，笠間市空家等対策計画の策定等に関し必要な事項

は，市長が別に定める。 

（空家等の適切な管理の促進等） 

第９条 市は，法第１２条の規定に基づき，空家等の所有者等による当該空家

等の適切な管理を促進するため，これらの者に対し，情報の提供，助言その

他必要な援助を行うものとする。 

２ 市民は，管理不全空家等を発見したときは，市にその情報を提供するよう



努めるものとする。 

（適切な管理が行われていない空家等の所有者等に対する措置） 

第１０条 市長は、法第１３条第１項の規定に基づき、管理不全空家等の所有

者等に対し、法第６条第１項に規定する基本方針（同条第２項第３号に掲げ

る事項に係る部分に限る。）に即し、当該管理不全空家等が特定空家等に該

当することとなることを防止するために必要な措置をとるよう指導をするこ

とができる。 

２ 市長は、法第１３条第２項の規定に基づき、前項の規定による指導をした

場合において、なお当該管理不全空家等の状態が改善されず、そのまま放置

すれば特定空家等に該当することとなるおそれが大きいと認めるときは、当

該指導をした者に対し、修繕、立木材の伐採その他の当該管理不全空家等が

特定空家等に該当することとなることを防止するために必要な具体的な措置

について勧告することができる。 

（空家等及び空家等の跡地の活用等） 

第１１条 市は，法第１５条の規定に基づき，空家等及び空家等の跡地（土地

を販売し，又は，賃貸する事業を行う者が販売し，又は賃貸するために所有

し，又は管理するものを除く。次項において同じ。）に関する情報の提供そ

の他これらの円滑な活用のために必要な対策を講ずるものとする。 

２ 空家等の所有者等は，その所有する空家等又は空家等の跡地を利用する見

込みがないときは，賃貸，譲渡その他これらを活用するための取組を行うよ

う努めるものとする。 

３ 事業者は，空家等の所有者等が行う前項の取組に協力するよう努めるもの

とする。 

（委任） 

第１２条 この条例の施行に関し必要な事項は，規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２９年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正前の笠間市空き家等の適正管理に関する条例の規定に



より行われた指導については，この条例の第９条第３号の規定により行われ

たものとみなす。 

   附 則（令和６年笠間市告示第８号） 

 この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 


